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第2回知の市場年次大会
平成23年度新期開講科目；連携機関

原爆と平和論
-放射線影響の克服から国際ヒバクシャ医療と平和構築活動-

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
放射線医療科学専攻

山下俊一
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日本への西洋医学の伝来とホスピス；癒しの精神の系譜

21世紀

16世紀 歴史の検証

胡蝶の夢
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医療・医学の立場から人間安全保障

放射線被ばくとは一体何？

何故ヒバクシャと定義されるの？

では原爆被爆者だけが被ばく者？

世界のヒバクシャの原点は
太古地球上の人類の起源から、しかし人工被ばくはレントゲン発見や
放射性同位元素の発見から。産業被ばく、医療被ばく、軍事被ばくへ。

4



2011/2/11

3

長崎医科大学壊滅の日(1945年8月9日）5
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致死線量

急性放射線障害

不確定、未解決

線量依存性発がんリスク
晩発性放射線障害

自然界から年間2mSv

1. 被ばく形態
1. 外部被ばく
2. 内部被ばく
3. 全身被ばく
4. 局所被ばく
5. 放射能汚染

2. 被ばく線源
1．自然, 2. 人工

3. 線量影響
1. 物理的
2. 生物学的
3. 社会的、心理的

4. 健康影響

作業被ばく限度50mSv/y

被ばく線量の評価と後遺症

建造物や体の中の放射線とは？6
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『原爆と平和論』の骨子

• 原爆医療概論（歴史、病理、血液、データ）

• 放射能と放射線（防護と安全）

• 緊急被ばく医療（放射線災害医療）

• 世界のヒバクシャ医療（チェルノブイリ他）

• 核時代の平和論（原子力と核兵器）

• エネルギーと健康（リスク管理）

• 放射線生命科学（基礎医学）

• 総合討論
オムニバス方式15回
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ソ連時代の代表的核実験

セミパラチンスクでの核実験

1949年8月29日初の原爆実験（長崎型）

22Kton

1953年8月12日『初の』水爆実験。

400Kt

ノヴァヤゼムリャでの核実験

1961年10月30日史上最大の水爆実験

50 Mton（長崎原爆の3000倍、Ｍ７）
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冷戦時代米ソの歩み寄り

• 核兵器開発競争から核抑止力脱却への道

• 環境破壊と人類滅亡の危機増大

• 科学と世界の諸問題に関するパグウォッシュ
会議（ラッセル・アインシュタイン）

• 核戦争防止世界医師の会（IPPNW)

• 国連活動の形骸化からの脱却

• ネバダ・セミパラチンスク運動

核兵器は絶対悪
9

核弾頭保有数ベスト５
（世界に存在する核兵器；核抑止理論）

冷戦中；核拡散防止条約
冷戦構造の崩壊後；1991年戦略核兵器削減条約

１．ロシア・・・・・・・・１６０００発
２．アメリカ・・・・・・・１００００発
３．フランス・・・・・・・・・３４８発
４．イギリス・・・・・・・・・１８５発
５．中国・・・・・・・・・・・・１３０発
その他の保有国・・・・・・・・・・・？
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2009年7月、オバマ大統領はロシアのメドべージェフ大統領と話し合い、両国が持つ戦略
核弾頭を1500～1650個まで減らす考えで一致した。2002年にアメリカとロシアが結んだ条
約では1700～2200個まで減らすと決めており、いっそうの削減が進むことになる。また、ミ
サイルなど核弾頭を運ぶ兵器も減らし、500～1100個という史上最少レベルにすることに
決めた。

アメリカのオバマ大統領は2009年４月、
チェコのプラハで「核兵器のない、平和で
安全な世界をめざす」と演説した。
自ら核軍縮に乗り出し、核管理の国際
ルールである核拡散防止条約（ＮＰＴ）の
強化に取り組む。
彼の就任直後の外交姿勢と核廃絶の意志
表明はその年のノーベル平和賞受賞となる。

オバマ大統領への期待

日本への期待と使命は？
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トラテロルコ条約

ラトンガ条約
バンコク条約

ペリンダパ条約

セメイ条約

1967年

1985年1995年

1996年

2006年

外交と市民活動
国際と地域活動

医療活動は平和活動
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